
図書館振興財団助成事業として、
NPO法人上田図書館倶楽部が発行しています。

地域文化の創造拠点である図書館をもっと身近に！
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生
活
の
中
の
駅
前
図
書
館

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　

館
長　
　

大　

滝　

一　

郎　

駅
前
図
書
館
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
誕
生

し
て
か
ら
、
今
年
の
四
月
で
満
六
歳
に
な
り
ま
す
。

上
田
駅
前
ビ
ル
パ
レ
オ
の
四
階
に
あ
り
、
平
日

は
、
夜
の
八
時
三
〇
分
ま
で
開
館
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
仕
事
や
学
校
帰
り
の
皆
様
に
も
御
利
用
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

「
暮
ら
し
と
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
」「
千
曲
川
地
域
文
化

の
創
造
と
発
信
」
を
基
本
の
考
え
方
と
し
て
、
生
活

の
課
題
を
解
決
す
る
図
書
館
を
目
指
し
、
上
田
図

書
館
倶
楽
部
の
皆
様
を
始
め
、
市
民
団
体
の
皆
様

と
一
緒
に
様
々
な
文
化
活
動
を
進
め
て
き
て
お
り

ま
す
。

図
書
館
で
は
、
通
常
の
本
の
貸
出
や
パ
ソ
コ
ン

で
の
調
べ
も
の
の
ほ
か
、
新
聞
、
経
済
関
係
、
判

例
な
ど
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
御
利
用
い
た
だ
け
る

と
と
も
に
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
、
職
員
が
、
様
々

な
資
料
の
調
査
や
照
会
に
つ
い
て
も
、
ご
相
談
を

受
け
賜
っ
て
お
り
ま
す
。

図
書
館
に
は
、
暮
ら
し
や
仕
事
に
役
立
つ
様
々

な
情
報
が
ご
ざ
い
ま
す
。

学
生
の
皆
様
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学
校
教
育

を
終
了
し
て
社
会
人
と
な
っ
た
皆
様
、
退
職
し
て

第
二
の
人
生
を
歩
み
始
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
様
、

様
々
な
人
生
の
転
機
を
迎
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆

様
に
御
利
用
を
い
た
だ
け
る
地
域
の
情
報
の
拠
点

で
す
。

多
く
の
新
聞
や
雑
誌
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

図書館の「と」と、倶楽部の「く」、それから
コミュニケーションの基本である「話す」を
かけて「　　　　」という名前をつけました。 

上田図書館倶楽部だより

ueda.zuku.jp

ホームページアドレス
http://ueda.zuku.jp/2010
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昨
年
十
一
月
二
十
二
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
講
演
に
は
、
生
誕
一
〇
〇
年
に
ふ
さ
わ
し
く
、

定
員
を
は
る
か
に
上
回
る
七
十
五
名
の
方
が
受
講
さ
れ
、「
相
馬
先
生
の
愛
す
る
太
宰
治
を
た
っ
ぷ

り
聞
け
て
良
か
っ
た
」「
ま
た
作
品
を
読
み
返
し
て
み
た
い
と
思
う
」
な
ど
の
声
が
、
多
数
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

農
業時々図書

館伊
藤　

文
子　

な
に
や
ら
楽
し
そ
う
に
話
し
合
っ
て
い

る
グ
ル
ー
プ
。
ま
じ
め
な
雰
囲
気
も
漂
う

五
〜
六
人
の
男
性
女
性
。
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

み
な
が
ら
丸
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
い
る
。

情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
市
民
サ
ロ
ン
。
ど
ん

な
グ
ル
ー
プ
だ
ろ
う
？

ひ
そ
か
に
観
察
す
る
こ
と
数
ヶ
月
。
ま

す
ま
す
興
味
を
引
か
れ
、
二
〇
〇
八
年
の

春
、
定
年
を
機
に
ド
ア
を
た
た
い
た
の
が

上
田
図
書
館
倶
楽
部
で
し
た
。

一
会
員
と
な
っ
て
見
る
倶
楽
部
は
想
像

し
て
い
た
通
り
で
し
た
。
図
書
館
と
二
人

三
脚
で
行
な
う
市
民
文
化
活
動
。
図
書
館

大
好
き
人
間
に
と
っ
て
、
魅
力
的
な

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
し
た
。
今
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
新
し
い
世
界
で
す
。

還
暦
後
は
半
農
半
Ｘ
で
過
ご
し
た
い
、

そ
ん
な
思
い
か
ら
Ｘ
を
探
し
て
い
ま
し
た

が
、
幸
運
に
も
上
田
図
書
館
倶
楽
部
と
い

う
Ｘ
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

農
業
一
本
だ
け
だ
っ
た
ら
出
会
え
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
、
い
ろ
い
ろ
な
キ
ャ
リ
ア
の

持
ち
主
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
心
地
よ
い
刺
激
を
得

て
い
ま
す
。

千
曲
川
地
域
の
文
学
講
座

太
宰
治
生
誕
一
〇
〇
年
記
念
講
演

「
太
宰
治
の
人
間
失
格
意
識
」

講
師　
相
馬
正
一
氏（
岐
阜
女
子
大
名
誉
教
授
）

図
書
館
振
興
財
団
助
成
事
業

講
師
の
相
馬
正
一
先
生
は
太
宰
と
同
郷
の

出
身
で
、
太
宰
研
究
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
さ

れ
、
太
宰
関
連
の
著
書
を
何
冊
か
上
梓
さ
れ

て
い
ま
す
。（「
若
き
日
の
太
宰
治
」「
評
伝
太

宰
治
」「
太
宰
治
の
原
点
」
な
ど
の
ほ
か
、
本

年
四
月
に
「
太
宰
治
と
芥
川
龍
之
介
」
を
刊

行
予
定
）　　
　
（
現
在
、
軽
井
沢
町
在
住
）

今
回
は
太
宰
の
人
間
失
格
意
識
を
、
幼
少

期
の
体
験
か
ら
掘
り
起
こ
し
、
そ
の
後
繰
り

返
さ
れ
た
自
殺
未
遂
と
、
そ
の
都
度
著
さ
れ

た
作
品
な
ど
か
ら
検
証
さ
れ
ま
し
た
。

又
、
パ
ビ
ナ
ー
ル
中
毒
で
入
院
し
た
折
の

カ
ル
テ
の
表
紙
が
資
料
と
し
て
配
ら
れ
、
空

襲
で
焼
失
し
た
は
ず
の
カ
ル
テ
が
近
年
奇
跡

的
に
発
見
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
貴
重
な
お
話

を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

太
宰
に
と
っ
て
は
周
り
の
人
間
全
て
が

作
品
の
対
象
・
素
材
に
な
り
、
自
己
も
又
対

象
化
し
て
、
だ
め
な
人
間
と
し
て
の
自
分
を

書
い
た
こ
と
、
そ
し
て
建
前
で
な
く
本
音
で

生
き
る
、
自
分
を
偽
ら
な
い
生
き
方
が
、
現

在
で
も
若
い
人
に
支
持
さ
れ
読
ま
れ
て
い
る

所
以
だ
ろ
う
と
の
こ
と
で
し
た
。

（
千
曲
川
地
域
の
文
学
講
座

チ
ー
フ　

海
野　

郁
）

な
お
相
馬
先
生
は
、
平
成
十
七
年
か
ら
毎

年
、
上
田
図
書
館
倶
楽
部
主
催
の
文
学
講
座

の
講
師
を
さ
れ
て
い
て
、
六
年
目
の
二
十
二

年
度
は
「
芥
川
龍
之
介
の
世
界
」
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
三
月
六
日
（
土
）
か
ら
上
田

情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
カ
ウ
ン
タ
ー
と
電
話

に
て
受
付
を
開
始
い
た
し
ま
す
。
定
員
に
な

り
次
第
締
切
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
願
い

し
ま
す
。

 

太宰治・略年譜
明治42年

6月19日、青森県北津軽郡金木村に出生。生母たねが病弱のため、
同居中の叔母きえに育てられる。2歳から7歳まで子守のタケに付く。

大正15・昭和元年　17歳
青森中学校「校友会誌」や同人誌「蜃気楼」に精力的に創作を発
表、芥川に心酔する。

昭和2年　18歳
7月、芥川の自殺を知って衝撃を受ける。

昭和4年　20歳
12月、二学期試験の始まる前夜、カルモチンを多量に
嚥下し、いわゆる第1回自殺未遂事件を起こす。

昭和5年　21歳
4月、東京帝大仏文科に入学。5月、先輩に勧誘されて共産党
のシンパ活動に加わる一方、井伏鱒二を訪ね、以後永く師事
する。銀座の女給田部シメ子と鎌倉七里ヶ浜海岸で薬物中毒
を図り、女は絶命。自殺幇助罪に問われ、起訴猶予となる。

昭和8年　24歳
同人誌「海豹」に「漁服記」「思い出」掲載する。

昭和10年　26歳
3月、鎌倉山で縊死を図り、未遂に終わる。4月、急性盲腸炎
の手術後、腹膜炎を併発し重態に陥る。入院中、患部鎮痛の
ためパビナールを射ち、漸次習慣化する。「道化の華」を発表。

昭和11年　27歳
6月、砂子屋書房から第一創作集「晩年」刊行。
10月、武蔵野病院にパビナール中毒の治療のため入院する。

昭和12年　28歳
3月、妻初代の過失を知り、水上温泉で夫婦のカルモチン心中
を図るが未遂に終わる。6月、初代と離別。
「二十世紀旗手」「HUMAN LOST」など発表。

昭和14年　30歳
1月、石原美知子と結婚する。「富嶽百景」「女生徒」など発表。

昭和19年　35歳
5月12日から6月5日にかけて津軽地方を旅行する。
「津軽」など発表。

昭和22年　38歳
2月、下曽我に太田静子を訪ね、5日間滞在する。その直後
から「斜陽」を起稿。「斜陽」「ヴィヨンの妻」など発表。

昭和23年　39歳
6月13日、山崎富栄と玉川上水に入水、満39歳の誕生日にあたる
6月19日早朝、屍体発見。死後「人間失格」「桜桃」など刊行。

倶楽部員
に聞く

エ
ッ
ク
ス

エ
ッ
ク
ス

エ
ッ
ク
ス


